
学校番号 3014 

令和５年度 工業科（メカトロニクス系・制御システム専科） 

 

教科 工業 科目 
制御システム実習

（手仕上げ） 

 

単位数 

 

６単位 年次 ２年次 

使用教科書 手仕上げ実習の指導書 

副教材等  

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

文鎮の製作を通じて、やすりがけ等の手仕上げ作業に関わる基本的な知識及び技能、そして測定に

関する基本的内容を学習する。万力、金のこ、やすり（粗目・細目）、ボール盤、タップ・タップ

ハンドル、六角レンチ、サンドペーパー、スコヤ、新明丹、ノギス、マイクロメータ、ハイトゲー

ジ、ダイヤルゲージ等の工具及び測定器具を正しく使えるようになりましょう。やすりがけの技能

を、文鎮の両側面と底面及び上面の平面を仕上げることによって習得しよう。 

 

２ 学習の到達目標 

工業の見方・考え方を働かせ，実践的・体験的な学習活動を行うことなどを通して，工業の発展

を担う職業人として必要な資質・能力を次のとおり育成することを目指す。 

（1）手仕上げに関する基本的な工具の使い方及びノギス、マイクロメータの読み方の技術を実際

の作業に即して総合的に理解するとともに，関連する技術を身に付けるようにする。やすり

がけの技能を習得し、やすりによって平面を仕上げる技能を身に付ける。 

（2）手仕上げの技術に関する課題を発見し，工業に携わる者として科学的な根拠に基づき工業技

術の進展に対応し解決する力を養う。 

（3）手仕上げに関する技術の向上を目指して自ら学び，工業の発展に主体的かつ協働的に取り組

む態度を養う。 

 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 
a:知識・技術 b:思考・判断・表現 

c:主体的に学習に 

取り組む態度 

観
点
の
趣
旨 

・目的に応じて、適切な工具を使い加工が 

できるか 

・実際の現場ではどのような応用がされているか 

・より良い作業をおこなうためには、どのような

改善点が考えられるか 

・金のこを使って、直径 25ｍｍの鋼材を必要な 

寸法に切断できるか 

・やすりがけによって平面を出せるか 

・ボール盤による穴あけ作業ができるか 

・タップによりねじ切りができるか 

・ノギス、マイクロメータ

の測定理論を理解できる

か 

・工具類の加工の原理を 

理解できるか 

・危険な作業になっていな

いか 

・必要に応じた正しい質問

ができるか 

・加工に必要な工具類に

興味があるか 

・測定器具とその仕組み

に関心があるか 

・より良い完成品を作ろ

うという意欲がある

か 

・実習にふさわしい準備

ができているか 

評
価
方
法 

・作業の観察 

・発問に対する答え 

・レポート 

・個々の作品の評価 

 

・ノギス、マイクロメ

ータ、ハイトゲージ

による数値を読む問

題 

・発問に対する答え 

・レポート 

・発問に対する答え 

・レポート 

・忘れ物がないか 



上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 

４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 単元（題材）の評価規準 

評価方法 

知（ａ） 思（ｂ） 主（ｃ） 

実
習 

１
回
目 

材
料
の
切
断 

・鋼材、φ25 の材料を

９５mm に切断する 

ａ:金のこが正しく扱えるか、安全か

つ速く切断するにはどのようなやり

方が考えられるか 

b:危険な作業でないか 

ｃ:金のこによる切断尾作業内容を理

解できているか  

・作業観察 

・ 個々の作

品の評価 

・レポート 

・作業観察 

・ 発問に対

する答え 

・ 個々の作

品の評価 

・レポート 

・作業観察 

・ 発問に対

する答え 

・ 個々の作

品の評価 

・レポート 

実
習 

２
回
目 

や
す
り
が
け
に
よ
る
加
工Ⅰ

 

・両端面をやすりがけ

して平面にする 

・長手方向に対して両

端面を直角にする 

・スコヤ、新明丹を適

切に使えるようにする 

ａ:新明丹、スコヤを用いてやすりが

けによる平面出しが正しくできてい

るか、粗目、細目のやすりを適切に使

い分けられるか 

b: 安全な作業（やすりがけ）ができ

ているか 

ｃ:両端面が平面になるように正しい

姿勢で根気強くやすりがけをおこな

えるか 

 

・作業観察 

・ 発問に対

する答え 

・ 個々の作

品の評価 

・レポート 

・作業観察 

・ 発問に対

する答え 

・ 個々の作

品の評価 

・レポート 

・作業観察 

・ 発問に対

する答え 

・ 個々の作

品の評価 

・レポート 

実
習 

３
回
目 

や
す
り
が
け
に
よ
る
加
工Ⅱ

 

・底面として削る箇所

にハイトゲージを用い

て２本印を付ける 

・２本の線の間をやす

りがけを施し、平面を

出していく 

・長手方向にやすりが

けをおこなう技能を身

に付ける 

ａ:長手方向にやすりがけをしても両

端が垂れないか・底面の面積約 75％

以上に新明丹が付くか 

b: 安全かつ能率的な作業（やすりが

け）ができているか 

 

ｃ:底面の平面を出すために、新明丹

を使いながら粘り強くやすりがけが

おこなおうとしているか 

 

・作業観察 

・ 発問に対

する答え 

・ 個々の作

品の評価 

・レポート 

・作業観察 

・ 発問に対

する答え 

・ 個々の作

品の評価 

・レポート 

・作業観察 

・ 発問に対

する答え 

・ 個々の作

品の評価 

・レポート 

実
習 

４
回
目 

測
定
器
具
に
よ
る
測
定 

・製作過程の作品の寸

法を測定器具により測

定する。 

ａ:やすりがけを施している自分の作

品をノギス、マイクロメータで測定で

きるか、誤りが少なくなる測定のやり

方が考えられるか、また身に付けられ

るか 

b:ノギス、マイクロメータの数値を読

む問題プリントが理解でき解けるか 

ｃ:ノギス、マイクロメータによる測

定原理に興味、関心があるか 

 

・作業観察 

・ 発問に対

する答え 

・ノギス、マイ

クロメータ、

ハイトゲージ

の数値を読

む問題 

・レポート 

・作業観察 

・ 発問に対

する答え 

・ 個々の作

品の評価 

・レポート 

・作業観察 

・ 発問に対

する答え 

・ 個々の作

品の評価 

・レポート 



実
習 

５
回
目 

穴
あ
け
・ね
じ
切
り
・仕
上
げ 

・卓上ボール盤による

穴あけ加工 

・めねじ切り加工 

・エメリーペパーによる

表面仕上げ 

ａ:φ８mm の穴あけ、ねじ切りが正し

く行えて、M８のねじがきっちりと取

り付けられるか・ペーパーによる仕上

げで作品の文鎮に光沢がでているか 

より良い作業をおこなうために、実習

における改善点を考えられるか、実際

の現場でのやすりがけ作業は、どのよ

うな内容だと理解、想像できるか 

b:危険な作業に対して、安全な態度が

正しく取れているか・フェールセーフ

を理解しているか 

ｃ:ボール盤、３本のタップ、ペーパ

ーによる加工の原理に興味、関心があ

るか 

 

・作業観察 

・ 発問に対

する答え 

・ 個々の作

品の評価 

・レポート 

・作業観察 

・ 発問に対

する答え 

・ 個々の作

品の評価 

・レポート 

・作業観察 

・ 発問に対

する答え 

・ 個々の作

品の評価 

・レポート 

 

 

※ 表中の観点について a: 知識・理解・技能   b:思考・判断・表現 

c: 主体的に学習に取り組む態度 

 

  


